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　林原駐車場の跡地にイオンが出店することで岡山駅

周辺が大きく変わります。岡山済生会総合病院がある

駅西口も次第に開けてきています。2年後には岡山県

医師会館のビルが全日空ホテルの北側にできますし、

免震構造をもった当院の入院病棟も地域支援・災害

拠点・がん拠点病院として完成します。中四国の交通の

要である岡山駅と直結した西口が、ますます発展しそ

うな勢いです。

　平成25年はなんといっても、岡山県出身の星野

仙一監督が楽天の監督として大活躍しました。逆境に

立ち向かい苦労を重ねてパリーグで優勝し、王者の

巨人に競り勝ち楽天を日本一に導きました。岡山で

生まれたJ2のサッカーチーム「ファジアーノ岡山」も

企業やサポーターに応援されてがんばっています。

私も今年は10回余りKankoスタジアムに足を運び

ましたが、選手も昨年に比べると格段に上手になって

いるように素人目にも思われました。しかし相手チーム

も同様にJ1昇格を目指しているため、力の差をみせ

つけるのはなかなか難しいようです。勝手な思い込み

かもしれませんが、私が応援に行くと点を取ってくれ

ますし、いい試合を見せてくれています。試合が行わ

れる日には、西口から当院、そしてKankoスタジアムに

通じる国道53号線（通称ファジアーノ通り）を多くの

サッカーファンがスタジアムを目指して歩いています。

岡山県済生会の職員にも多くのサポーターがおり、

応援に駆けつけています。病院としても応援を行って

おり、今年はさらににぎわいが創出できればと思って

います。

　そのような中にあって、50年間離島の医療に貢献

してきた済生丸の3世号もその役目を終えて引退しま

した。新年を迎えて1月には済生丸100として新船が

就航します。これからの50年がどうなるのかはわか

りませんが、島の医療にとっては、これまで以上に

必要な船になると思っています。経済性だけを考えると

運営は大変厳しいですが、国や県の補助金もいただき

ながら、今後とも地道にやっていく覚悟です。そんな

日が来ないことを祈っておりますが、東南海地震が

起こった時には、再び被災地の救援に出動することに

なるでしょう。それらを想定して海水を真水に換える

装置や、救援物資が詰めるような倉庫も確保しています。

　平成25年11月に岡山県済生会は、創立75周年の

節目を迎えました。今後とも地域に根ざした病院と

して努力してまいります。ご支援の程よろしくお願い

いたします。

国体町に自走式立体駐車場（第６駐車場）オープン
　平成25年12月25日、第6駐車場がオープンしました。平成28年の新病院

開院に先立ち建設しました。当院は、市中に位置するため、病院周辺の駐車場

の利用につきましては、みなさんには、大変ご不便をおかけしております。

　この第6駐車場は、地上5階6層の自走式の立体駐車場で407台の収容能力が

あります。1階から3階を岡山済生会総合病院および岡山済生会ライフケア

センターをご利用の方に、4階から6階（屋上）を職員の駐車場として運用

いたします。

　現在の病院からは徒歩約8分と多少距離があり、特に雨の日にはご不便を

おかけいたしますが、平成26年1月から新病院建築に向けて工事が始まります。

第6駐車場から病院への移動の際には、建築の模様を見ていただきながら、

新病院の完成を見守っていただきたいと思います。料金は従来のライフケア

センター駐車場と同じです。詳しくはhttp://www.okayamasaiseikai.or.jp/accessをご覧ください。

＊ ＊ メ ッ セ ー ジ ＊ ＊

変わりゆく岡山の中で
院長　大原　利憲
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